
 

 
①空き空間を活⽤した「つながる場」から⽣まれる多様な展開 

空き空間を活⽤した社会的孤⽴を解消・予防する「つながる場」に関する研究会 
 [第I 会場／1 階 11 会議室] 

本研究会では、ライフステージの節⽬に多様な世代が直⾯する社会的孤⽴の解消を⽬的に、多様な⼈が、気軽に⽴ち寄り、事
由に過ごせ、適切なタイミングで必要な⽀援につながれる交流の場を「つながる場」と呼び、全国各地で増加している空き空
間を活⽤した「つながる場」の研究を⾏ってきた。3 年間の成果から、場の持続的運営とつながり拡⼤には、運営者の強い想
いに加えて、ビジネスと⽀援のバランスの重要性が分かってきた。本ワークショップでは、ビジネス的な感覚を持ちながら、
多様な⼈がつながる場をつくっている3 名に登壇いただき、場の持続的運営、つながり形成、空き空間活⽤の視点から、つな
がる場のこれからについて考えたい。またディスカッション後半では、令和6 年能登半島地震及び奥能登豪⾬で被災した輪島
カブーレ等の現状とこれからについてお話しいただく。 
≪登壇予定者≫社会福祉法⼈佛⼦園 専務理事 村岡裕⽒、株式会社⼤凧 代表 吉⽥啓助⽒、株式会社農天気 代表取締役 ⼩野淳⽒、
モデレーター 筑波⼤学 准教授 藤井さやか、まとめ ⼤分⼤学 准教授 柴⽥建 
②界隈性のある街の魅⼒とこれからのまちづくり 

⺠間都市プランナーと学識経験者のコラボレーションによる 
社会的要請に応じた政策⽴案とその実装に向けた研究交流分科会                [第II 会場／2 階 国際会議室] 

本研究交流分科会では、＜界隈性のある街の魅⼒＞をテーマに設定し、界隈性のある街の魅⼒を活かしつつ、今後の街の開発
整備等の⽅向を⾒定めながら,誰もが住み続けられる、持続可能な街などとしていくための諸⽅策等について、メンバー間の
ディスカッション、現地調査、関係団体ヒアリング、ミニシンポジウムの開催等を⾏っている。今年度のＷＳでは、上記に関
するこれまでの活動や、ＷＳの前に予定している北九州市内の界隈性のある街の現地調査の結果を踏まえ、各メンバーからそ
れぞれの考えを提⽰し、会場を含めて議論を⾏う。≪登壇予定者≫〇学識経験者＞⼤沢昌⽞〇⺠間都市プランナー＞⼩浦洋⽣、
⼩崎晶⼦、坂井信⾏、棚瀬慎也、松本晋也、⼭﨑慎也、⼭﨑将也 
https://us02web.zoom.us/j/83582929720?pwd=fr1bZo8MV93Bvib0eSX3XRsdOhT1lN.1 
ミーティング ID: 835 8292 9720 パスコード: 749437 
③⽇本におけるアジア・アフリカの国際的都市計画研究教育の在り⽅ 

アジア・アフリカ都市計画研究会（International Development and Urban Planning Group） 
[第III 会場／2 階 21 会議室CD] 

本ワークショップ（WS）では、2003 年に「都市計画アジア研究会」として発⾜したアジア・アフリカ都市計画研究会（本
研究会）による20 年にわたって継続してきた研究集会を振り返り、留学⽣や⽇本側の視点から国際的な都市計画教育研究の
在り⽅を議論する。前半では、本研究会で過去に発表した留学⽣やJICA 受⼊留学⽣による海外都市を対象とした研究テーマ
の傾向を踏まえて議論を展開する。後半では、教員・研究者⽬線から留学⽣を対象とした⽇本における国際的な都市計画教育
研究の課題などについて意⾒交換する。 
≪登壇予定者≫⻄浦定継、後藤哲司、志摩憲寿、⼩野悠、瀬⽥史彦、蕭耕偉郎 ほか 
④ゲームから考えるまちの将来ビジョン 

関⻄⽀部「まちづくりゲーム研究会」 
[第IV 会場／2 階 21 会議室AB] 

⽇本都市計画学会関⻄⽀部の有志で「まちづくりゲーム研究会」を⽴ち上げ、「紡ぐ・ビジョン・MATCH-まちの未来をソウ
ゾウする-」という幅広いまちづくりや教育の現場での活⽤を想定したゲームを制作しました。まちの未来に関する多様なア
イデアを出し合い、まちの将来ビジョンを皆で思いを巡らすことを⽬的にこのゲームを開発しました。本WS では、ゲームを
開発した背景・実践事例を紹介しながら、参加者の⽅々にもゲームを体験していただき、ゲームの活⽤のあり⽅等について考
える機会とします。 
≪登壇予定者≫⽯原凌河、松本邦彦、福本優、阿久井康平、松尾薫、吉野和泰、蕭耕偉郎、野村はな、⽥中椋、⽩⽯将⽣、⽵岡寛⽂ 
⑤世界の縮⼩都市・地域の現況報告 

シュリンキング・シティ研究会 
[第V 会場／2 階 22 会議室] 

⽇本の都市・地域において⼈⼝縮⼩問題は定常的な問題として定着しつつあるが、世界においてはどのような状況になってい 
るのだろうか。今回はアメリカ合衆国(藤井)、タイ(松⾏)、韓国（尹）、ドイツ(服部)の縮⼩問題の現状を報告し、参加者との
闊達な る議論ができることを期待している。 
≪登壇予定者≫吉⽥友彦、服部圭郎、藤井康幸、松⾏美帆⼦、尹喆載 
⑥都市構造可視化サイト使い⽅研修 

都市構造評価特別委員会                             [第VI 会場／3 階 32 会議室] 
当研修は、指導者や学⽣等を対象に、都市構造可視化サイトの概要とその使い⽅を共有します。具体的には、まず、都市計画
に係るビジュアルコミュニケーションの概論と、中学校・⾼等学校における実践事例とを解説します。そのうえで、都市構造
可視化サイトの教育向け版『ジオグラフ』がアシストする都市や地域の在り⽅の議論を、実体験するワークショップを⾏いま
す。最後に、可視化サイト本体の⾼度な活⽤事例も紹介します。 
≪登壇予定者≫吉武哲信、⾠⺒浩、坂井猛、有⾺隆⽂、⾚星健太郎、⼤⽮雅史、⼩坂知義、松本俊輔、鈴⽊景、⽯井儀光、 
内⽥忠治、橋本信幸 他  

ワークショップ︓11 ⽉ 2 ⽇（⼟）16︓00〜18︓00 


